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竹あかりの集い実行委員会

窪井 紀子 （平群町ボランティア連絡協議会）

人口 20,097人
世帯数 7,775世帯

平群町の概要平群町の概要
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平群町ボランティア連絡協議会

平成8年9月に設立

社会福祉の向上に役立つ

ボランティア相互の連携を図る

平成8年9月に設立

社会福祉の向上に役立つ

ボランティア相互の連携を図る

平成16年から「竹あかりの集い」を開催

平成20年から実行委員会として

安全で安心なまちづくりをすすめる

平成16年から「竹あかりの集い」を開催

平成20年から実行委員会として

安全で安心なまちづくりをすすめる

竹あかりの集い竹あかりの集い

阪神淡路大震災の

犠牲者を追悼

ボランティアの輪を

広げる

阪神淡路大震災の

犠牲者を追悼

例年、1月17日前後に開催

防災の意識を

高める

コミュニティ・防災減災部門
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500本の竹筒と800個のメッセージボトルにあかりを灯して、
心をひとつにつなぎ、安全で安心な町を願う （プリズムへぐり）

ボランティアが作る竹筒で「1.17」

住民から寄せられたメッセージ 西和消防署の協力

防災ずきんで子どもたちを守ろう！防災ずきんで子どもたちを守ろう！

防災の啓発をオリジナル・見える形で示す

ボランティアと中学生の防災ずきん作り

町内4小学校へ備品として寄贈

6年間継続してすべての小学生へ

贈る（180枚/年）

防災の啓発をオリジナル・見える形で示す

ボランティアと中学生の防災ずきん作り

町内4小学校へ備品として寄贈

6年間継続してすべての小学生へ

贈る（180枚/年）

試作の出来上がり！
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―教頭先生談―
ウチはやんちゃな子が多いから、どんな
迷惑をかけるかと心配で…

2日目からは、時間前に集まり、自主的
に縫い始めていたのでびっくり！

3日間でのべ50名の中学生
が協力

家庭科室を使わせてもらおう

「竹あかりの集い」の式典 たくさんの住民が見守る中で

コミュニティ・防災減災部門
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防災訓練で活用防災訓練で活用

住民には「大切な子どもたちを災害から守ろう！」

子どもたちには「見守られている」という安心感のシンボル

地域の協働をさらにすすめる地域の協働をさらにすすめる

保護者や住民を巻き込んで

◆平群町連合PTAと連携

◆幼稚園児・高齢者へ

学校との連携を強化

中学校の授業の中で

奈良産業大学と連携

平群町自主防災連絡協議会の
構成団体として

奈良県 西和消防署 平群町防災会
消防団 民生児童委員

コミュニティ・防災減災部門
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第9回の新たな取り組み第9回の新たな取り組み

防災体験コーナー ・ 防災体験スタンプラリー

（家庭の防災マニュアル作り 防災ワークショップ）

「災害時要援護者支援システム」 （民生児童委員）

「救急医療情報キット」 （平群町福祉課）

自主防災連絡協議会・防災会・消防団

防災体験コーナー ・ 防災体験スタンプラリー

（家庭の防災マニュアル作り 防災ワークショップ）

「災害時要援護者支援システム」 （民生児童委員）

「救急医療情報キット」 （平群町福祉課）

自主防災連絡協議会・防災会・消防団

防災をキーワードに町中がひとつにつながる場としたい

コミュニティ・防災減災部門
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子どもたちのやさしい心を伝えたい！子どもたちのやさしい心を伝えたい！
～東日本大震災で生まれた交流の輪～
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